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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第87期

前第３四半期
連結累計期間

第88期
当第３四半期
連結累計期間

第87期
前第３四半期
連結会計期間

第88期
当第３四半期
連結会計期間

第87期

会計期間

自  平成21年
      ４月１日
至  平成21年
      12月31日

自  平成22年
      ４月１日
至  平成22年
      12月31日

自  平成21年
      10月１日
至  平成21年
      12月31日

自  平成22年
      10月１日
至  平成22年
      12月31日

自  平成21年
      ４月１日
至  平成22年
      ３月31日

売上高 (百万円) 71,410 86,308 26,105 28,435 101,041

経常利益 (百万円) 4,011 5,293 2,125 1,235 4,932

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,349 3,085 1,250 710 2,876

純資産額 (百万円) ― ― 56,770 60,201 57,296

総資産額 (百万円) ― ― 89,777 94,316 93,350

１株当たり純資産額 (円) ― ― 627.10 665.02 632.93

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 25.96 34.09 13.81 7.85 31.78

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 63.23 63.83 61.38

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 6,964 11,468 ― ― 12,093

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 6,488 △ 3,657 ― ― △ 8,290

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 505 △ 582 ― ― △ 623

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 4,486 14,923 7,694

従業員数 (人) ― ― 2,278 2,251 2,277

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２  売上高には、消費税等は含まれていない。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式がないため記載していない。

４  従業員数は、就業人員数を表示している。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ない。また、主要な関係会社における異動もない。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(人) 2,251  (220)

(注)  従業員数は就業人員数(当社グループから外部への出向者は除き、グループ外から当社グループへの出向者を含

むほか、常用パート、嘱託を含む)である。また、臨時従業員数は(   )内に当第３四半期連結会計期間の平均人員

を外数で表示している。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(人) 2,059  (170)

(注)  従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は(   )内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で表示してい

る。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりである。
　

セグメントの名称 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

自動車関連事業 28,560 ―

その他 314 ―

合計 28,875 ―

(注) １  セグメント間の取引については相殺消去している。

２  上記の金額の算出基礎は、工場渡し標準販売価格による。

３  上記の金額には、消費税等は含まれていない。

　
(2) 受注実績

エンジン及びマニュアルトランスミッションなどは、日産自動車株式会社などより３ヶ月ごとの生産

計画の内示を受け、これに基づき生産能力等を勘案して生産計画を立て、生産を行っている。

　
(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりである。
　

セグメントの名称 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

自動車関連事業 28,120 ―

その他 314 ―

合計 28,435 ―

(注) １  セグメント間の取引については相殺消去している。

２  主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりである。

相手先

前第３四半期連結会計期間

(自  平成21年10月１日

至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自  平成22年10月１日

  至  平成22年12月31日)

金額(百万円) 割合(％) 金額(百万円) 割合(％)

日産自動車㈱ 21,744 83.30 24,444 85.97

３  上記の金額には、消費税等は含まれていない。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はない。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものである。

　
(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間の売上高は、前年同四半期比8.9%増の28,435百万円となった。

  売上高を製品別にみると、エンジンについては、日産自動車株式会社の国内向け「ティーダ」、

「ノート」搭載分が減少したことなどにより、前年同四半期比1.8％減の12,918百万円となった。

  マニュアルトランスミッションについては、日産自動車株式会社の輸出用「ピックアップ」搭載分

及び欧州向け「キャシュカイ」搭載分が増加したことなどにより、前年同四半期比37.6％増の5,697百

万円となった。また、自動車部分品ほかについては、日産自動車株式会社の輸出用エンジン部品が増加

したこと、並びに電気自動車「リーフ」用減速機が立ち上がったことなどにより、前年同四半期比

11.5%増の9,820百万円となった。

  損益面においては、売上高は増加したものの、減価償却費の増加や一部のコストが世界同時不況前の

水準に戻ったことなどにより、営業利益は前年同四半期比41.9％減の1,244百万円、経常利益は前年同

四半期比41.9％減の1,235百万円、四半期純利益は前年同四半期比43.2％減の710百万円となった。

　
(2) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は14,923百万円

となり、前第３四半期連結会計期間末に比べ10,436百万円(232.6％)増加した。当第３四半期連結会計

期間における各キャッシュ・フローの状況と増減の要因は次のとおりである。

　
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は4,128百万円となり、前第３四半期

連結会計期間と比べ1,153百万円増加した。これは主に、税金等調整前四半期純利益が減少した一方で、

売上債権が減少したことなどによるものである。

　
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は1,504百万円となり、前第３四半期

連結会計期間と比べ549百万円減少額が拡大した。これは主に、有形固定資産の取得による支出が増加

したことなどによるものである。

　
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は127百万円となり、前第３四半期連

結会計期間と比べ大きな増減はなかった。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

　
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当社グループ全体の自動車関連事業における研究開発活動の金

額は18百万円である。

  なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はな

い。

　
(5) 財務政策

当社グループは、運転資金及び設備投資資金については、内部資金または日産自動車株式会社のグ

ループファイナンスにより資金調達している。グループファイナンスの活用で、財務部門のスリム化と

資金の効率的な運用を行っている。

  当社グループは、引き続き財務の健全性を保ち、営業活動によるキャッシュ・フローを生み出すこと

によって、将来必要な運転資金及び設備投資資金を調達することが可能と考えている。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更はない。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はない。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 250,000,000

計 250,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 90,655,63690,655,636

東京証券取引所
（市場第一部）
名古屋証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株である。

計 90,655,63690,655,636― ―

(注)  発行済株式のうち200,000株は、昭和27年11月１日愛知起業株式会社より賠償指定解除機械設備(10百万円)の現

物出資を受けて発行したものである。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項なし。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

― 90,655 ― 8,518 ― 12,345

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握していな

い。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年9月30日)に基づく株主名簿による記載

をしている。

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 129,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

90,152,000
90,152 ―

単元未満株式 普通株式 374,636
　

― ―

発行済株式総数 90,655,636 ― ―

総株主の議決権 ― 90,152 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式761株が含まれている。

　

② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
愛知機械工業株式会社

名古屋市熱田区川並町
２番12号

129,000 ― 129,000 0.14

計 ― 129,000 ― 129,000 0.14

(注)  当第３四半期会計期間末日現在の自己株式は、130,000株である。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 400 380 287 297 296 290 285 303 348

最低(円) 379 258 236 221 225 251 255 270 285

(注)  最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものである。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はない。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成している。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

いる。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 112 67

受取手形及び売掛金 15,775 18,777

商品及び製品 186 186

仕掛品 2,585 3,260

原材料及び貯蔵品 625 564

預け金 14,810 7,627

その他 5,463 5,517

貸倒引当金 △19 △22

流動資産合計 39,540 35,979

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※３
 9,110 9,217

機械装置及び運搬具（純額） ※３
 29,203 32,347

土地 6,094 6,094

建設仮勘定 3,355 2,862

その他（純額） ※３
 2,117 1,928

有形固定資産合計 ※１
 49,881

※１
 52,451

無形固定資産 160 202

投資その他の資産 4,734 4,717

固定資産合計 54,776 57,371

資産合計 94,316 93,350
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,662 15,762

未払費用 5,570 6,418

未払法人税等 1,897 361

製品保証引当金 1,666 2,962

その他 2,806 2,387

流動負債合計 26,603 27,892

固定負債

製品保証引当金 1,453 1,929

退職給付引当金 5,209 5,192

その他 849 1,039

固定負債合計 7,511 8,161

負債合計 34,115 36,053

純資産の部

株主資本

資本金 8,518 8,518

資本剰余金 12,345 12,345

利益剰余金 39,375 36,470

自己株式 △37 △37

株主資本合計 60,201 57,296

純資産合計 60,201 57,296

負債純資産合計 94,316 93,350
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 71,410 86,308

売上原価 64,430 77,762

売上総利益 6,979 8,545

販売費及び一般管理費 ※１
 2,940

※１
 3,237

営業利益 4,038 5,308

営業外収益

受取利息 19 17

受取配当金 8 17

固定資産賃貸料 12 11

その他 12 5

営業外収益合計 52 51

営業外費用

支払利息 12 9

減価償却費 63 51

租税公課 0 3

その他 4 1

営業外費用合計 80 66

経常利益 4,011 5,293

特別利益

固定資産売却益 － 2

補助金収入 － 218

特別利益合計 － 221

特別損失

固定資産除却損 72 213

固定資産圧縮損 － 209

投資有価証券評価損 16 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 43

その他 2 －

特別損失合計 90 466

税金等調整前四半期純利益 3,920 5,048

法人税等 1,570 1,962

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,085

四半期純利益 2,349 3,085
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 26,105 28,435

売上原価 22,969 26,096

売上総利益 3,136 2,339

販売費及び一般管理費 ※１
 992

※１
 1,094

営業利益 2,143 1,244

営業外収益

受取利息 3 4

受取配当金 － 3

固定資産賃貸料 3 3

その他 1 1

営業外収益合計 9 13

営業外費用

支払利息 3 3

減価償却費 23 17

租税公課 0 0

その他 0 0

営業外費用合計 27 22

経常利益 2,125 1,235

特別利益

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失

固定資産除却損 33 107

その他 2 －

特別損失合計 35 107

税金等調整前四半期純利益 2,089 1,128

法人税等 839 417

少数株主損益調整前四半期純利益 － 710

四半期純利益 1,250 710
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,920 5,048

減価償却費 5,926 6,189

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 △2

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,426 △1,772

退職給付引当金の増減額（△は減少） 77 17

受取利息及び受取配当金 △27 △34

支払利息 12 9

固定資産売却損益（△は益） － △2

補助金収入 － △218

固定資産除却損 72 213

固定資産圧縮損 － 209

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 43

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 16 －

売上債権の増減額（△は増加） △5,081 3,001

たな卸資産の増減額（△は増加） 86 614

仕入債務の増減額（△は減少） 3,029 △1,077

未払費用の増減額（△は減少） △248 △848

未払消費税等の増減額（△は減少） 340 12

その他 11 198

小計 6,715 11,601

利息及び配当金の受取額 27 34

利息の支払額 △12 △9

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 234 △376

補助金の受取額 － 218

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,964 11,468

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △6,459 △3,648

有形固定資産の売却による収入 － 4

その他 △29 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,488 △3,657

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △323 △401

配当金の支払額 △181 △181

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △505 △582

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △29 7,228

現金及び現金同等物の期首残高 4,515 7,694

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 4,486

※１
 14,923
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

会計処理基準に関する事項の

変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計

基準第18号  平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用

指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日)を適用している。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益は０百万円、税

金等調整前四半期純利益は43百万円それぞれ減少している。

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示している。

　
当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用によ

り、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示している。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

  繰延税金資産及び繰延税金

負債の算定方法

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環

境等、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結

会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著

しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっている。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

  税金費用の計算

 
  税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前

当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。

  なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示している。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１  有形固定資産の減価償却累計額 141,282百万円
　

※１  有形固定資産の減価償却累計額 136,818百万円
　

  ２  保証債務等

従業員の銀行借入に対する債務保証  220百万円

  ２  保証債務等

従業員の銀行借入に対する債務保証  260百万円

　 　

※３  補助金の受入

過年度取得資産の補助金の受入による圧縮記帳

額は建物及び構築物49百万円、機械装置及び運搬

具159百万円、その他０百万円であり、四半期連結

貸借対照表計上額はこの圧縮記帳額を控除してい

る。

─────

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

  給料及び手当 1,198百万円

  退職給付費用 175

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

  製品保証引当金繰入額 85百万円

  給料及び手当 1,405

  退職給付費用 131

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

  給料及び手当 408百万円

  退職給付費用 58

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

  製品保証引当金繰入額 9百万円

  給料及び手当 483

  退職給付費用 43

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係

　 (平成21年12月31日)

現金及び預金勘定 125百万円

預け金勘定 4,361

現金及び現金同等物 4,486

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係

　 (平成22年12月31日)

現金及び預金勘定 112百万円

預け金勘定 14,810

現金及び現金同等物 14,923
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日

 至  平成22年12月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

普通株式      90,655千株
　

２  自己株式の種類及び株式数

普通株式         130千株
　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項なし。
　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(決  議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 181 2.00平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項なし。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期

間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

当社グループの主要な事業は、エンジン、マニュアルトランスミッション及び自動車部分品の製造・販

売であり、自動車関連事業の売上高及び営業利益は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の

合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、その記載を省略している。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期

間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

当社グループには、本国以外の区分に属する国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該

当事項はない。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　 アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 2,163 865 3,028

Ⅱ  連結売上高(百万円) 　 　 26,105

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

8.3 3.3 11.6

(注) １  国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっている。

２  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1) アジア …………… 韓国、マレーシア

(2) その他の地域 …… フランス、ルーマニア、米国

３  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　 アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 5,038 2,556 7,594

Ⅱ  連結売上高(百万円) 　 　 71,410

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

7.0 3.6 10.6

(注) １  国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっている。

２  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1) アジア …………… 韓国、マレーシア

(2) その他の地域 …… フランス、ルーマニア、米国

３  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用している。

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものである。

当社の事業活動は、自動車用エンジン、マニュアルトランスミッション及び同部分品の製造・販売であ

る。

したがって、当社は「自動車関連事業」を報告セグメントとしている。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ３自動車関連事業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 85,457 850 86,308 ― 86,308

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

573 952 1,526 △1,526 ―

計 86,031 1,803 87,835 △1,526 86,308

セグメント利益 5,116 170 5,287 20 5,308

(注) １  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業、不動産事業等を含んでい

る。

２  セグメント利益の調整額20百万円には、セグメント間取引消去20百万円が含まれている。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　
当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ３自動車関連事業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 28,120 314 28,435 ― 28,435

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

208 306 514 △514 ―

計 28,329 621 28,950 △514 28,435

セグメント利益 1,178 59 1,237 6 1,244

(注) １  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業、不動産事業等を含んでい

る。

２  セグメント利益の調整額６百万円には、セグメント間取引消去６百万円が含まれている。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 665.02円
　

１株当たり純資産額 632.93円
　

(注)１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 60,201 57,296

純資産の部の合計額から控除する金額
(百万円)

― ―

普通株式に係る四半期末(期末)の純資産額
(百万円)

60,201 57,296

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期末
(期末)の普通株式の数(千株)

90,525 90,526

　

２  １株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 25.96円
　

１株当たり四半期純利益金額 34.09円
　

(注)１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式がないため記載していない。

２  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

四半期純利益(百万円) 2,349 3,085

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 2,349 3,085

普通株式の期中平均株式数(千株) 90,530 90,526

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 13.81円
　

１株当たり四半期純利益金額 7.85円
　

(注)１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式がないため記載していない。

２  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期純利益(百万円) 1,250 710

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,250 710

普通株式の期中平均株式数(千株) 90,529 90,525

　

(重要な後発事象)

該当事項なし。
　

２ 【その他】

該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。

EDINET提出書類

愛知機械工業株式会社(E02165)

四半期報告書

22/24



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月10日

愛知機械工業株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    太    田    建    司    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    谷    口    定    敏    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    真    鍋    朝    彦    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている愛知

機械工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、愛知機械工業株式会社及び連結子会社の平成

21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管している。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月14日

愛知機械工業株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    太    田    建    司    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    渡    辺    眞    吾    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    久  保  澤   和   彦    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている愛知

機械工業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、愛知機械工業株式会社及び連結子会社の平成

22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管している。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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